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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
障
害
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る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

事
業
者
が
御
指
摘
の
電
子
請
求
（
以
下
「
給
付
費
電
子
請
求
」
と
い
う
。
）
を
行
う
た
め
に
は
、
ま
ず
、
電
子
媒
体
に
よ

る
請
求
書
等
を
作
成
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
電
子
請
求
受
付
シ
ス
テ
ム
に
接
続
す
る
こ
と
等
が
必
要
と
な
る
が
、
お
尋
ね
に
つ
い

て
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
不
慣
れ
な
一
部
の
事
業
者
が
こ
れ
ら
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
等
が
原
因
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
本
年
十
月
の
給
付
費
電
子
請
求
の
導
入
以
前
に
、
社
団
法
人
国
民
健
康
保
険
中
央
会
に
給
付
費

電
子
請
求
に
係
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
及
び
同
省
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
事
業
者

に
は
そ
の
後
の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
。
ま
た
、
事
業
者
が
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
、
都
道
府
県
又

は
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
を
行
う
可
能
性
も
考
慮
し
、
こ
れ
ら
の
者
が
事
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
同
省
職
員
が
こ
れ
ら
の
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
専
用
電
話
等
を
設
置
し
た
。

一



さ
ら
に
、
介
護
給
付
費
等
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
百
七
十
号
）
の
一
部
を
改
正
し
、
本
年

十
月
十
日
の
給
付
費
電
子
請
求
の
期
限
を
二
日
間
延
長
し
た
。

三
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
各
都
道
府
県
に
対
し
て
、
本
年
十
月
十
二
日
時
点
で
未
請
求
と
な
っ
て
い
た
事
業
者
の
一
覧
表

を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
各
事
業
者
が
請
求
を
行
う
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
行
い
、
そ
の

意
思
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
等
に
よ
っ
て
請
求
期
限
ま
で
に
給
付
費
電
子
請
求
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

事
業
者
に
つ
い
て
は
紙
等
に
よ
る
請
求
を
受
理
す
る
よ
う
、
協
力
依
頼
を
行
っ
た
。

四
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
事
業
者
数
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

給
付
費
電
子
請
求
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
各
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
お
い
て
、
各
事
業
者
が
テ
ス
ト
送
信
を
行

い
適
正
な
接
続
の
有
無
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
各
事
業
者
に
対
し
て
給

付
費
電
子
請
求
を
初
め
て
行
う
前
に
テ
ス
ト
送
信
を
行
う
よ
う
依
頼
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



六
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
の
請
求
支
払
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
平
成
十
八
年
度
予
算
及
び
平
成
十
九

年
度
予
算
に
お
い
て
合
計
十
七
億
千
二
百
五
十
一
万
六
千
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
電
子
請

求
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
、
富
士
通
株
式
会
社
が
行
っ
た
。

七
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
御
指
摘
の
監
修
は
行
っ
て
い
な
い
。

八
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
電
子
請
求
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
事
業
者
や
保
険
医
療
機
関
等
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
給
付
費
電
子
請
求
や
、
診
療
報
酬
の
電
子
請
求
な
ど
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
操

作
に
不
慣
れ
な
事
業
者
に
配
慮
し
た
分
か
り
易
い
操
作
説
明
書
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
審
査
支
払
機
関
に
お
い
て
も

診
療
報
酬
の
電
子
請
求
の
た
め
の
送
信
用
ソ
フ
ト
を
無
償
で
提
供
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


